
 

 

 

 

 

県指定文化財の指定について 

 

 令和７年８月２２日（金曜日）、宮城県文化財保護審議会（会長：永井康雄）

は、宮城県教育委員会に下記の文化財を県指定文化財に指定するよう答申し

たので、お知らせします。 

 

記 

■ 宮城県指定有形文化財（絵画） 

名称および員数 所在地 

躑躅ヶ岡
つ つ じ が お か

花見図
は な み ず

 一隻
せき

 
仙台市青葉区川内 26 

（仙台市博物館） 

 

※ 宮城県指定文化財の指定について 

・答申を受け、教育委員会の議決を経て、公報に登載されると、宮城県指定

文化財の総数は 248 件となります。 

・有形文化財（美術工芸品）の指定は、「類聚三代格（抄本）」（仙台市・令和

６年指定）以来 105 件目となります。 

・有形文化財（美術工芸品／絵画）の指定は、「仙
せん

台
だい

城
じょう

本
ほん

丸
まる

大
おお

広
ひろ

間
ま

障壁画
しょうへきが

鳳
ほう

凰
おう

図
ず

」（松島町・平成 5 年指定）、「仙台
せんだい

城
じょう

本丸
ほんまる

大広間
おおひろま

障壁画
しょうへきが

扇面図
せんめんず

」（仙

台市・平成 5 年指定）以来 15 件目となります。 
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＜参考＞これまでの宮城県指定文化財の種類と件数（令和 6 年１1 月 1 日現在） 

種別 件数 

指定 有形文化財 建造物 39 

美術工芸品 絵画 14 

彫刻 26 

工芸品 22 

書籍典籍 21 

考古資料 10 

古文書古碑 0 

歴史資料 11 

小計 143 

無形文化財 芸能 0 

工芸技術 0 

その他 1 

小計 1 

民俗文化財 無形民俗文化財 風俗慣習 10 

民俗芸能 37 

風俗慣習・民俗芸能 2 

有形民俗文化財 4 

小計 53 

記念物 史跡 15 

名勝 2 

天然記念物 33 

  小計 50 

 指定合計 247 

選定 文化的景観 0 

保存技術 0 

 選定合計 0 

合計 247 

 

※ 有形文化財（絵画）は１件追加し 15 件に、指定文化財の総数は１件追加し 248

件になります。 

 



今回指定される有形文化財（絵画）の概要 

躑躅ヶ岡
つ つ じ が お か

花見
は な み

図
ず

 

紙本
し ほ ん

著 色
ちゃくしょく

、屏風装、六曲
きょく

一隻
せき

 

縦 151.0 ㎝ 横 318.0 ㎝ 

現代に続く名所、榴岡・榴岡天満宮の江戸時代中期のようすを描いた屏風

です。作者は不明ですが、制作年代は、描かれている景観や画中の人々の衣

装・風俗から江戸時代中期と考えられます。 

本作品は、実際の風景に基づいて描かれており、当時の榴岡の景観を知る

ことができます。また、枝垂
し だ れ

桜が咲き誇る榴岡の地を舞台に、緋
ひ

毛氈
もうせん

を敷い

て幕を張り豪華な宴会を楽しんだり、家族連れでそぞろ歩いたりする花見の

光景が描かれています。他にも、榴岡天満宮への参詣や、桜の馬場での流鏑馬
や ぶ さ め

、

露店や茶店などが描かれ、当時の人々の様子や風俗をうかがい知ることがで

きます。さらに、本作品は、古くから画題とされてきた名所である塩竈・松

島に加え、新たに生まれた名所である仙台城下の景観・風俗を描いた初期の

作品としても稀少です。 

本作品は、江戸時代中期の榴岡の景観や、人々の様子をうかがい知ること

のできる大変貴重なものです。 

 

 

弩機 伊治城跡出土 


